
社会ど情報

ビブリオバトルを題材'とした情報発信活動の総合演習

1.本授業の背景

ビブリオバトルとは、数名が他者に船薦めしたい本を持ち寄り、順番に書評を発表

した後、啄急衆全員で「最も読みたくなった本」の観点で投票を行って、"チャンブ本"

を決めるゲームで訪る。「人を通して本を知る.本を通して人を知る」をニンセプト

に掲げるこのゲームは、書店やブックカフェ、大学や図書館等で広く楽Lまれている

ほか、近年では学校現場でも注資され、全倒の高等学佼でも盛んに導入が試みられて

いる。

一方本校では、 20H午より、情報科の必,剣受業でビブリオバトノレを取り上げ、偕報

表現・情卦"引言の総合的な演習題材'として活尿してきた。手軽な書評発表ゲームを通

して、プレゼンテーションの多様な表現手法を振り返るほか、マルチメティアによる

情蛾発信技術、安全に発伝するための知的財産権のぢぇ方など、多様な知見・姿勢を

体得できると考えている。今回の公開教育研究会では、総合演習の一速の授業計画の

中から、書評発表を行う回を抜枠し、研究授業として公開した。

2.ビブリオバトルの公式ルールと学校での留意点

ビブリオバトルは商標登録されており、その公式ノレールはビブリオバトノレ普及委員

会によって、以下の通の策定されている。

清報科・小野永貴

1.発表参加者が読んで面内いと周、0た本を持0て集まる

2.順番に・ー・人5分間で本を紹介する

3.それぞれの発表の後に参加者全員でその発表に関一J、るディスカッション

を2~3分行う

4'全ての発表が終了した後に「どの本が一番院みたくなったか?」を基準

とした投票を参加者全員一票で行い,最多票を集めたものを『チャンプ本』

とする

"公式ルール.知的書評会戦ビプリオバトノレ公式サイト"

koushiki.turu,(参照、 20H、05・13)

この公式ルールは、ゲームの趣旨を最大限活かせるよう繰り返し何度も議論された

成果であり、たとえ学校現場での尖施であっても、安易に歪めないことが重要であ

る。例えば、 5分間の発表時恭]は厳守であり、短縮も延長も認められない。これは、1

冊の本を他者に紹介するのであれぱ、あらtじ以外にも廊身の読後の意見や本を手に
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取0たき0かけ、薯者の魅力など多様な観点が存在tるはずで、時間を短縮してしま

うと、複数の話題を組み合わせて効果的な書評を構成するという醍醐味が薄れてしま

うためである。全員での質男創心答も、発表者が語りきれなかった本の魅力を聴衆が引

き出せる貴重な時闇であη、省略tべきでない。

また、原則的にPCやスライド等の補助資料を用いることはできず、本と口頭発表

のみで挑むこととなる。その場で聴衆に向けて向分の言葉で語り、気怪に楽しむとい

うライブ感を重祝するため、発表原稿やレジュメを事前に準備することも推奨されて

おらず、特に生徒に発表凍稿を提出させ教員が事前評価することはZげ"娃けるべきと

されている。同様に、課題図書を指定して巻要以上に本を限定することは、新たな本

と出会う機会を巍なううえ、農分の気持ちを語ることが陞害されてしまうので、理想

的ではない。

さらに、発表後の投票も必、ず参加者金員で実施し、最も読みたいと思われた「本」

が優勝することに留意したい。発表者冑身のブレゼン技術や原稿内容に対する採点で

はなく、よって教貝が一方的に優劣を決定することもあり得ない。決して人物評価や

能力の達成度評価を行えるものではないため、あくまでゲームの参加意識を商めるイ

ンセンティブとして捉えることが重要である。

3.情報科におけるビブリオバトル導入の意義

近年ビブリオバトノレを導入している学校では、一般酌に言'語能力向上や瓢f誹推進の

一予段として、凶評汗斗や総合的な学習のE討拐で導入している事例がみられる。一方、

これらの目的で導入した場合、発表原稿を文章化して添削したり、対象とtる本の選

択肢を限定したりと、公式ルールの趣旨に沿わない制約を課さざるを得ないケースも

多く、本ゲームの効果を最大限活かせない場合も多い。そこで本校では、あえで浩報

科が中心とな0て導入し、1年次必修「社会と恬報」(1日課程では「情報AD におけ

る「プレゼンテーション教脊」の一題材として取り上げてきた。一般的に、高等学校

播卦肝斗におけるプレゼンテーション教育は、プレゼンテーションソフトウェア W啼?

ゆる Mierosoft powerpoint等)を用いたスヲイド御H乍や、それをスクリーンに投影

して発表することに重きが置かれがちであるが、本校ではそれらを実施する削Nこ、1

回は授業でビブリオバトノレ1こナ抽れられる機会を設けた。本校では特段の制約を設けず

に、公式ルール通りのビブリオバトルを4上徒は体験してきたが、これは結巣的に徐の

ような効果が期待されると考えている。

("本を紹介するというテーマは、他の課題研究等の発表に比べてハードルが低い題材

であると者えられる。ビブリオバトノレは本の種類を特段限定しておらず、敏科書や

"秩片・辞典.、資料噂1や写真集など、本0>一種に含まれるので、学校に通っている生

徒であれぱ、生まれてから一冊も本を託んだことがない生徒は存在しないはずであ

る。(そOX也、幼い頃に読んだ絵本や図鑑も可能である。)そのため、全員が必ず何

ら力ψ)形で参川上できる、平等性のi高いテーマとなり得る。
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(幻発表に対tる苦・乎意識をもち、大人数0"狗できちんど括すことは堅苦しい・恥ずか

しいと感じている生徒は多い。ゲーム性の高い発表"隻会を体験tることで、これら

の固定観念を崩し、他者と清報共有する場としての楽しさに気dいてもらうきっかけ

となり得るのではないか。

(3)プレゼンテーションとは、口演内容・1が迎賑拶や口嗣・表情・身振り手振り・実演や

デモなどの様々な工夫を組み合わせて、自分が伝えたい恬報を他者へ効果的に伝え

るための、総合的な愉洋及伝達手段である。よって本来は、婁分が伝えたい内容を頭

の中で明群儲こし、その'思老を発表計画へと具現化する中で、補助資料の一形熊とし

てPCを朋いたスライド提示が検討されるはずである。しかし、 PCでのスライド1制

作を最初に経験してしまうと、ついスライドの中に伝えたい内容の全てを書き込み、

それを読み上げる発表スタイルが定着してしまいがちである。そこで、まずはPCに

依存しないR頭発表を経験してもらうことで、凶分の'思考を他者へ伝えるという基本

的な心N^えや、スライド外の工夫点を自然にヲ劃課できるのではないか。

(4)学会や商淡など、実社会におけるプレゼンテーションの場は時間厳守である場合が

多い。時閥丁度の発表を行うためには、発表時聞の感覚をつかむことが大吻である

が、5分揺丁度の本ゲームを糾"返し体験することで、5分間でどの程度話せるかと

いう感覚を得やtいと湾えられる。また、本ゲームは時間を超えても余らせてもいけ

ないため、時間が余ったら別観1長からの付力Ⅲ内内容を追加で話t、時間がオーバー

しそうな場合は適宜話を要約tる、といった努力が由然と僧新昇されるのではないか。

伍)質疑応答と投票を意識tることで、聞き乎が発表に集中し、聴衆としての態度が向

上tるのではないか。また、プレゼンテーション実習には相互評価が欠かせないが、

最初は友人関係等を気にして、低い評価を0けることを避ける場合も多い。そのよ

うな中、ビブリオバトルの投票は人物評価ではないことが強沸されているため、発表

者に対して過剰な配慰をすることなく、内容に対してフェアな評価を行う思考経験

が禎めるのではないか。

(印発表者自身も、疑的を強く意識したプレゼンテーションを経験できる。多くのプレゼ

ンテーションは、発表すること自体が重要なわけではなく、それを通して何らかの目

的を迷成することが介爺忠1ヨ1票となる。しかし、発表準備に没頭tると、つい発表する

こと磨体に満足してしまう場合も多く、何のために発衷をするのかという目的意識を

忘れがちである。ビブリオバトノレは最後に投票というゲーム性を取り入れることで、

卿怠衆にこの本を読ませたくするJ という目的をたえず意識して発表準備ができ、昌

的逹成乎段としてのプレゼンテーション計画という認識が形成されるのではないか。

つまり、他者に伝えたい本を自分で選び(収集)、どうすれぱ他者に効果的に伝えられる

か榊成を觜え網誇り、宝分の言葉で語・つて(発信)、その成果を相亙に議論する信平イ尚、

という情報発信を構成tる一連の活動を楽しく体験できるゲームとして、格好oy卓元導

入題材であったと芳えている。なお、このような趣旨もあり、全員心イ彦の授業においては、

学年全体でf劃辨者を決定したり、何らかのコンクール出場のための予選と忍H寸けること
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は行0ていない。対外的な競技としての活動は授業とは切り籬し、学校図書館司書や図

書委員会と連挑Lながら、希望者を募0て課外活動として運営した。

4.研究授業の概要と単元計画

前述までの内容は、1年次1学期に実施tるプレゼンテーション入門として、全生徒

を対象とする取り想みであった。ーカ、今回の研究授業はその発展編として、2学斗堺に

希望者を対象としてビブリオバトノレを取り入れる場合の授業汗封蝶を提案した。

具体的には、1学期は教員が主導して小卦暫葵にビブリオバトルを開催したが、2学期

の今回は、生徒周身でビプリオバトルの模艇大会を主催し、希望者が発表したうぇで、

司会や動画撮影等の災方運営者も自主的に役割分担する形式をとった。これは、生徒逮

が将咲舶勺にはゼミや勉強会、研究会や学会等に参画していくであろうことを想定し、自

分白身が発表するだけでなく、他の発表者が快適に発表できる環境を構築したり、発表

内容を蓄稍して後世に伝えていくことが重要である、という意識を培うことを醤指して

いる。いわぱ、情綴共有'oy昜を「創る倶1」の人問になれる索養の育成である。

現代の仲拜ル共有には、 webやマルチメディアの技術が欠かせない。多くの研究会や

学会は、講演要旨や会議録をWeb上で共有して非参加者へも恬報共有tると同時に、

近年は発表の様子を動画で立ゞ洞する場合も多い。また、それらの清縦をもとにソーシャ

ルメディア上で雰'倫が行われることで、発表がそ0)場限りのものではなく、継続的に

Web上での集合知形成に貢献していく場合もあり得る。このような、現実世界の恬報

共有とオンヲインの悟添共有が連動する文化を体感してもらい、情報共有の場の創造に

必要な要業技術を体得してもらうために、以下のような総合演習の単元計画を設定した。

単ル:情机通備ネントワークの斯用と=ミュニケーシ0 ン 1'WWWを利用したコミュニケーション」

渕迎単允

教科甫

即寺脚

情報の凌現と伝述 1慌報の伝逮・佶報の組み立て・捕帳の統介」

情帆化が引.会に及ぽす影粋と熱睡「知的財産の保護と活則'倒人情帳の保護と活刑」

村越敏打,村'井{屯,牛、1H事、至.礼会と仟i綴.目本文靴出版,加露,]75P.

2時樹

WWW技荷の瑠!解(HTrp, URL,ドメイン十',ゾロト=ル, web"ーバ、クライアントサーバ,

シフ゛テム,web ブラウザ, HTML,ハイハーリンウ弊)

識縦検索技術と■様なWeb検索システム(詮理検案,フィールド検索,ロボット型検窯エンジ

ンの仁羅み,'V門データベース,検*キ・ヤッシコ.やインターネッ 1、アーカイ、ブ)

W此上でのリH墨父右を支えるシステム(プ訂グ,マイクロブ訂グ, CMS,wikf穿)1 鴫・惜1

加寺樹

7跨問

ソーシャルメテ'イアの文化と集合知の"除(Q&AサイトやWik印edia笄の分析)

2時閉

2時問

W此、にへの・啼雜発仁と染合知へのn'歓

(校内サーバに獣霞LたMediawiki.上で、お茶商苔科事典Web サイトの共「司驫、糾D

Wiki紀法を用いた情報女現の 1:k (分か"や,、い丙科・出典コンテンツの捌イ曾

画像の収築上投君シお山LたW此上での安令な画像の扱い(パプリッウドメイン,クリエイティ

プニモンズの理解と宗材の幣恨資諏の把挫,著作楴途第肪条,引用と出所の明紀)

【研窕綬業1,盾洲北4の場の恬成蓼*,辧H象コンテンツの嫌影,動画の投秘と細条, wild上で

のくりレチメディア1静縦0醍充合.情'縦のアウセス痔や1'H象楕への削愈

成里物としての集A婦の詐価(要嚇典や秀逸な紀亨等σX寸与,クラス朋の相逮分栃)

2 紬'Ⅱ打

1結朋
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WWWの基本技術から多様なWebシステムの特性、動画の収録とオンライン共有

による集合知への貢献までを連村訟りに学びつつ、これらを安全に処理するための知的

則従畔雀遵守や個人情報偶'董の技術を知る村ル戈となっている。そして、これらの知見を

総合的に活かす実習の題材'として、ビブリオバトノレの模擬大会の開催とその動画共有

を設定した。全倒で行われている実際のビブリオバトノレでも、多くの発表耐血可がWeb

上で共有され、瞥碕平の映像データベースとして集合知が形成されているため、手本に

もしやtい題材であ0た。

今回の研究授業では、ビブリオノ町ソレの模擬大会を実際に開催して、その発表映像

をタブレット端末で撮影し、編集Lて安全な状態でWeb共有寸るまでの2時間連続

授業のうち、1時間を抽出して行った。また研究授業時の生徒の目標を、以下の通り

設定した。

・勤画による清報共有が有効な場面を理解し、 W●技術の発展によ0て、現実世

界の多様な情都共有の場でも動画が活用されていることを知る。

・ビブリオバトルの模擬大会の開催を通して、情報共有の場を運営tる技術やス

キルを習得する。将、来、ゼミや研究会・学会等の情報共有の場に直面した際に、

運営者として円滑に能力を発揮できるようになる。

・発表者担当の生徒は、1学期に習得したプレゼンテーションロ頭発衷の技術や

工夫点を活かして、効果的なプレゼンテーシ"ンを行い、1学期の学習成果を

発揮tることを艮指す。聴衆担当の生徒は、1学期に習得した聴衆の態度や発

表者への適正な評価を行い、発表を聞く者としての在り方を身につける。

・現実世界の情報共有を、 W此上での情報共有へと拡げるための動画発信手法を

習得し、 web上の集合知にネ削亟的に貢献する意欲を養う。

・ web上への恬根発信11割こ1測付寸べき点として、自身の著作物の知的財産権の意

思爽示や、肖像格を保護寸る編集技術など、恬報の「活用」と「偶謂隻」のバヲ

ンスを老え、そのために利用可能な技術を体得tる。

5.研究授業の展開(学習指導案抜粋)

今回の公開教育研究会においては、前ページの学.元計画における W~U時間月に

相当tる授巣回を実施し、研究授業としては以下の展開のうち「導入~展開 1」まで

を抽出して実施した。

、、ー、
、、、、

10分閏出恥を硫,忍寸る 1 1特に、発表考で欠1

11市"'W)流れを徳習,、る,を量えて、祝集蹄めUJり,tる。'

t ,校内僅科亨血「ochapedia」の仟災の成戈シを1蚤ほでに今後稔分の認市を1 1
ヒ、"广L、""辻な,己小:"をスノノーンで抱小する.1抽1上できる忠を発兄する。. 1

},入 ※ 1年励HⅡに妾 寸るよ5指示して松く

」'9;()左、寸子孕習活動
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「叉、【一ーー"ー"
、、、、
古,「"〒,冒",.「,^".T",一【" 授業内容 1、子習話弸 1鼎,迂点

翻闘度なマルチメディアによる枝級共右事例として、1散科当(P.フフ)を参照し技附の苑朕により、

加獣研"姉扮加*ル^,、ー、加一ー・配励
・獣科禽を一般的説明を見ながら、動仙iによる枯1な小:例を発誘する。断という情蛾共右メ
報共右の具休的な専例を瓣K。

・尖社会における曇廸iによる情禦共右事伊ルして、1スウリーンに鞭ぷされる

TED confeNnce,ニエニゴ1.会,大学のオー1各征事例の向血を見なが

ヅンニースウェχ MOOCS,'き繼劣北亨のイ・ゞンら、興味を持ったものぱ

ト牛中継, Amazonビヂオレビュー等を紹介司、1薪称やURLをメモL、
1授業後に各自でアクセスる

将来的には、ぜひ祐捻的に動画を削いた桜机共1寸る。.

右を枯・則して欲Lいので、今日ばその1蝉疑体験を!

行うことを伝える。 1

圃仙蝦典有の場を逓嵩ナる摸掲体験として、ケラス内1

355ナ のビゾリオバトルを実施tる

.あらかUめ振瑳したグルーヅ内で、行nで運営を 1学期に学習したプレゼン

テーション0ア詔意'巨を悪、進める。

.グルーブ内で、苑表者以外に、司会・タイムキー 1い{1ルながら、発宍や質

パー,カメヲ撮影係,畔咲との役割を分担し、ロー埒創心答、棺互評価を打ら.

テーションで交代、手る。

.カメラ撮影係は、タヅレット端末を用いて動曲iの}タゾレット端末を用いた

搬影を行う。 1カメラ繊影の手法や、各 1

.タイムキーバーは、タプレッN諾六のタイマーアi1電アブリのi舌用力'怯を習 1
ブリを用いて時1剖を喪ボする作業を行う。.将'吋、る。 1

・発宍者は、「この水を読.みたい」と思わせる二と1 1 1をΠ的として5分1鋤発裂L、その後2分鬪の質1 1 1
疑1心筈時鬪をとる, 1 1 1
・発表者は冉d評価シートオ'よび運営状況薜ι佃i;今1田は、怯繊共右の場と1艶尖者抵号を泥Lた紙1
シートに記人寸る。.じぐの運営状況の評側i、1を水鈍配布し、全於司1
・_全苑太壱'が終fLたら、グループ内で1どの木が打う。 1時に妥ホさせる二とで、1
一待ゞしみたくなったか」という観点で投柴を行い、!できるだけ短時開で投'

,・やブルW泌。 1 痴"泌鄭泌一,〒"^^,^^^,^^」」^区」^^^^^^」^^^」^JU'区^^■」'区^■^■■」U^^■^■■"^■■".■▲■■".■^■^■■■■^■■.■".■.^■■■^■^^.■■^^^■■■■■■^^■■■■^^^^^^^^^^^^.^[

嶽=ンヒニータ室に邦軸させる。 1 1他のクラスば扱美q・11
慶批影Lた兆成映像を、web上へ安全に投猟ル共有1 1のため、詐かに移!
する唆習を行う 1動寸る上うに指示tl
.留意、*二項として、「タグ・カテゴリ」「アクセス轍」タブレット揣ネ 1:かる。
の解悦を行い、↑非公剛」の,隱辻で動1画を送儒ら、搬影Lた動画を,,

する。 tYOUTubeへ送俗tる操動価の送令に時拙1
・YOUTube上で肖惚、様を傑護tるためのぼ小し技1作を行う。がかかるため、その1
術を締介し、適用寸る。主たf箸作椛の意思太脚に換の作業の説1
示として、ウリエイティブロモンズライセンスを設明を行う。
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不之全な状態央ま

剥瑳獲公開になって

いないか、逐次教

R用PCで確認す

ティアの変遷が島0

たことを認.'艦できる

ように、流れを怯'1

して説明・,}、る。

]『「「[「『一""「一一「

娯開Π

10 5、

0"

時則が人幅に鰹延'

しているグルーブが

無いか、巡鬮しなが

ら従論ぞ、tる。

批影係のカメヲが転1
倒の危φ発姓がない

か、巡回Lながら安

全確認する。

史Lたり、アノテーシヨンを付与寸る等、劾果的1動劇を安企かっ効果
1曲に矩佑するために有な恬雜兆伶の1.尖ができることを紹介寸る、

・送仁が売了した」1肋心順にし誰の,鄭どを打い、1効な 1'夫を門えながら、

女分な状態にな0たと判断Lたら、「非公朋」かIYOUTube 上で細粂作業

ら「nu'公朋」へとアクセフ、椛を変焚寸、る上う伝1を打う。

臣 YOUTube に投稿された獅ⅡⅧを、校内Wikiへ1甲め 1各典で斯燥パージを作成{
込む作業を行う'し、そ心中に発六山慨要.

. Mediawiki に郭いて、動1由jを閲め込むための 1 を汗己述Lた b'で、動画を 1
Wikn幹上を韶介寸る、 1ナ雫め込む作業を行う。!
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主とめ
ーノ、

.、、、 授業内響 1、羊習括動留恵点1
■本時の',習内容を、今後は学校行事や他救科で活1 1
かしてほしいことを伝える 1 ,
・イq交のダンスコンクールや体脊染での然謝斗判列11ゞ敢牛の!円帰亭例の映

と注意点を伝える。丁象や、他の授業に脚ける

2羊捉は家庭科の擬業等でタブレッM器本を削い,括用踵URの写真を参照

た赴脚i1遊影を行0ていることを伝える。 1寸る。

最後に、今趙では作熊が充全には終fしない班1
が多いと思われるので、来避引き髄き作業時岡i

.

.

6.研究協議

研究授業後の研究切那霧においては、本授業の内容を叩き台に、プレゼンテーション

教育の指導法、学校現場でのビプリオバトルの取り入れ方、,恬蝦科におけるその導入

意義、などが広く議論された。これらに対する授業者の見解は、前節までで述べた通

りである。また、本研究授業以外の部分についても、安全なWeb活用教育の在り方、

灸舶証材産権や仙νY時報保護の指導事例等について、盛んに岬神剥キ有が行われた。一方

で、本研究授業について、以下のような課題の指摘もなされた。

・総合的演習ということで多数の観点が包含されているが、それ故にどこが本単元

の主眼であり、最も理解してほしいことであるのか伝わりづらい欠点もあるため、、

明確に示Lた方が良いのではないか。

・今回の授業は、情報発信の形態や方法論に偏重しているため、発信tる内容の向

1二 4列えぱ、映像の撮影内容による情報の伝わり方の違い)について1,探究させ

たほうが良いのではないか。

・ビブリオバ1ソレを実施したのであれぱ、情報科・の観点のみならず、読鴨噛tの変化

など教利・外の活動に剣'tる副次約な波及効果、測定した方が良いのではないか。

をとる二とを伝える。

15d -

全てが充成した後

に、必ず集介知とい

ての詳価を相ミに行1
うことを些肌"、る。 1

フ,おわりに

佶報科・としてビブリオバトルを導入する事例は全国的にも極めて少なく、本校とし

て{,生徒の自主遜営という発展形態で実施したことは初の試みであったが、概ね当初

の期待を達成しており、効果的な題材であったと者えられる。特に、生徒の発表は非

常に活発的で、参観者からも大変好11ιであったと同時に、授業者肉身からみても生徒

が輝いていたように見えた。司会・タイムキーパーや映像撮影役の生徒も円滑に業務

を行い、発表者を引き立たせていたうえ、聴衆も盛んに質疑応答を行っており、全体

として非常に良好な運営状態であったといえる。

二のような授業を実現できた要因は、大きく2つぁると昔えている。1つは、本授

業夕升阿成要素となる関連技術や実習を、一速の恬報発信活動の文脈の中に位置dけて

突施し、段1浩的に習得してきたことである。教科禽上の単元分けに従って体系約に学

ー
ー
ー
ー
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ぶ二とも重要であるが、実際の社会生活の中の場面における情報活用手段として定着

させるためには、単元を横断した総合実習は必要であ"、そのための題材としてビブ

リオバトルを文脈中に位置づけたことは効果的であ0たと考えている。

2つめは、生徒が円滑に運営できるよう、教員が事前の環境構築に相当の時間をか

けたことである。例えぱ、本研究授業は一般教室内に4グループが混在し、同時並列

で発表会を進行するスタイルをとったが、低いパーティションや自立型スクリーンを

用いて教室を4分割し、各グループがさながら専用会場のように目の前の聴衆に集中

できる発表空間を設計している。そのためには、発表者伺士が立つ方向が互い違いに

なるよう椅子配置を微調整したり、狭い会場で移動中に映像撮影機材が転倒しないよ

う養生テープで補強したりと、細かい工夫が必要であった。その他、多数のタブレッ

ト端朱のメンテナンスや、最適な三脚や雲台の調達、校内専用Wikiシステムの設置

やサーバ管理など、1つの実習に対して多大な準備コストがかかった。

新たな授業形態を提案できた点で本研究授業は大きな意義があったが、配置人数が

少ない情報科教員(本校では1名)だけで毎回二のようなコストを御K ことも難しい

状況も再確認、されたまた、ビブリオバトルの実施に関しても、そのゲーム性を活か

して教育効果を高めるためには、教員がルールの趣旨を深く理解した上で、教育課程

のどの文脈に位置づけるのか、十分に検討する叱、要があるしかしながら、現場教員

の多忙さの中で、このような研修・検討コストを寄K ことは容易ではない今後は、

有効な授業事例や環境構築方法を全国的に共有L、効果的な授業導入が促進されるこ

とに期待したい

写真1_発表会場の一部および司会や

カメラ撮影係の業務の様子

'

、
写真2 本を片手に身振り手振りを交え

て白熱した発表を行う生徒


